
令和 2年度 第 9回三和区地域協議会次第 

 

                                                 日時：令和 3年 2月 25 日（木） 

午後 6時 30 分から 

場所：三和コミュニティプラザ 

３階 多目的ホール 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 報告事項 

・さんわ保育園の廃止について（通知）           資料№1 

 

４ 協議事項   

 （1）令和 3年度地域活動支援事業募集要項（案）について  資料№2 

（2）地域活動支援事業活動報告会の開催について      資料№3 

 

 

５ そ の 他 

 

 

 

６ 閉  会 
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（案） 
 

私たちの地域をもっとよくする 
「まちづくり活動」の提案を募集します!! 

 

★ 市では身近な地域自治を推進するため、地域活動支援事業を実施しています。 

★ 地域における課題の解決を図り、それぞれの地域の活力を向上するため、市民の皆さ

んが自発的・主体的に行う地域活動について支援を行います。 

★ また、この地域活動支援事業は、補助金の使い道を市民の皆さんに考えていただき、

活動することを通して、市民の皆さんが自治や地域づくりを考えていただく機会でもあ

ります。 

各地域自治区の地域協議会では、この趣旨を踏まえて、地域の課題や地域の目指すべ

き姿を議論していく中で、それぞれの思いを採択の方針や事業の審査に反映することと

しています。 

★ 私たちの地域を、もっと住みよく、もっと元気にするために、この事業を活用し、ま

ちづくり活動に取り組んでみませんか。 

 

★ 令和 3年度で実施する事業の提案を 

以下のとおり募集します。 

奮ってご応募ください。 

 

■募集期間 

 

令和３年４月１日（木）から 
 

４月２３日（金）まで（必着） 

～事業の内容～ 

・団体等が主体的に取り組む活動に対し、市が補助金を交付します。 

～事業を提案できる方～ 

・5人以上で構成し、市内で活動する法人又は団体（政治や宗教活動を目的とする法人

等又は営利法人を除く。） 

「身近な地域での課題の解決や活力の向上」のために行う事業であれば、種類や分

野は問わず対象となります。 

※ ただし、次のような事業は対象とはなりません。 

・物品の購入や施設等の整備・修繕のみを目的とした、活動を伴わない事業 

・政治活動・宗教活動を目的とする事業 

・公序良俗に反する事業 

・国・県・市の他の補助制度と重複して助成を受けようとする事業 

・市に大規模な施設の設置や開発を求めるために行う事業（事業計画の策定や推進のため

の会議など） 

・行政サービスの提供や公共施設の整備等を市に求める事業 

■実施方法 

[上越市地域活動支援事業 令和 3年度実施分 募集要項] 三和区版 

まずはお気軽にご相談ください！ 

上越を彩る２８色のまちづくり 
地域自治区制度 

資料№2 
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■支援内容 
 
・事業の目的を達成するために直接必要な経費を補助します。 

≪ポイント！≫ 
・事業に要する経費のうち、次に掲げる経費は補助の対象外となります。 
① 応募や実績報告などに要する事務的な経費（提出資料のコピー代や郵送代等） 
② 応募団体等の運営（人件費、事務所の家賃等）に要する経費 
③ 応募団体の人が飲食を行う経費（弁当代やイベント終了後に行う懇談会の食事

代等。ただし、作業に参加した人へのお茶代・菓子代は対象とします。） 
④ 会議の時のお茶代・菓子代 
⑤ 金券（商品券、サービス券等）などの発行に係る経費（個人の私的な資産形成

に当たるものと捉えられるため、対象外とします。） 
⑥ その他対象とすることが適当でないと市長が認めた経費 

・令和 3年度末（3月 31 日）までに事業を完了（経費の支払いを含む。）するととも

に、各総合事務所やまちづくりセンターに実績報告書を提出してください。 

 

■補助金額 

 
・地域自治区ごとの予算（配分額）の範囲内で、地域自治区ごとに定めます。 

≪三和区の予算（配分額）は６００万円です。≫ 

 

≪≪ポポイインントト！！≫≫  

・助成事業の補助金の額は 1,000 円単位（1,000 円未満の端数は切り捨て）とします。
また、提案された事業の審査の結果、不採択となり補助金の交付が行われない場合
や、補助金希望額どおりとならない場合があります。 

 
 

■応募方法 
 

・所定の事業提案書に必要事項を記入し、説明資料（団体の規約、見積書、図面など）
と合わせ、三和区総合事務所に郵送（消印有効）又は持参等で提出してください。 

≪ポイント！≫ 
・新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため、郵送での提出にご協力ください。 
・申請する場合は、「地域活動支援事業に関するＱ＆Ａ」を必ずお読みいただき、詳
細についてご確認ください。 

・補助金の交付決定前であっても、事業提案書の提出日以降に着手する事業であれば
対象とします。ただし、審査の結果、事業が不採択となる場合や補助金希望額ど
おりとならない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

・市有地・市の施設を利用する事業を提案するときは、提案を予定している総合事
務所、まちづくりセンターへ事前にご相談ください。 

・自己所有以外の土地等を利用する事業を提案するときは、土地所有者等と事前の
相談を行ってください。（採択後は、所有者の承諾書を提出していただく必要があ
ります。） 

・応募に必要な様式及びＱ＆Ａは、総合事務所やまちづくりセンターの窓口で配布し
ます。 
また、市のホームページから様式の電子データをダウンロードすることができま
す。 

補 助 率 

・10/10 以内 事業内容や審査の結果により、補助金額の減
額、調整を行う場合があります。 

・同一団体の同一事業については、採択 3 回目から 8/10 以
内（令和元年度採択事業からカウントする。） 

補助の金額 1 万円～１５０万円 
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・地域自治区ごとに、地域協議会の会議で審査を行い、採択事業等を決定します。 

・三和区では、書類審査のほか、提案事業についてプレゼンテーションを主体としたヒ

アリングを行います。また、審査は次の視点を踏まえて行います。 

⑴ 地域自治区の採択方針 … 地域自治区ごとに設定するものです。 

・「地域自治区の採択方針」とは、各地域自治区が抱える地域課題等に応じてどのような

テーマの提案事業を実現すべきか、その方針を地域協議会が明らかにするものです。 

三  和  区  の  採  択  方  針 

優
先
し
て
採
択
す
る
事
業 

三和区の住民が自主的、主体的に取り組む事業のうち、次に掲げる事業を優先的に採

択します。 

①「地域活性化事業」 地域団体と住民が協働し、または住民が主体となって取り組む

地域づくり事業。（例 祭り、講演会、フォーラムの開催など） 

②「安全・安心サポート事業」 子どもから高齢者が、安全・安心で快適な暮らしをし

てもらう事業。（例 防犯・防災対策、子ども高齢者見守りなど） 

③「地域農業振興事業」 農業の担い手育成や、農業資源を活用し新たな価値を創出す

る事業。（例 農作業体験、担い手研修など） 

④「歴史的資産の保全・保存事業」 後世に残すべき自然・環境・文化財などを保存す

る事業。（例 環境保全のための植林、文化財の整備など） 

⑤「健全育成または健康推進事業」 子どもから高齢者まで広範囲にわたり健康を推進

する事業や人材の育成事業。（例 スポーツ体験・交流イベント、高齢者介護ボラン

ティア体験など） 

⑥「人材養成・確保事業」 地域自治を担う人材を養成・確保する事業（例 観光ボラ

ンティアの育成など） 

その他

の事業 

優先して採択する事業以外の事業については、制度の趣旨や全体のバランスなどを考

慮して採択します。 

⑵ 基本審査・共通審査基準 

・基本審査は、提案事業が「地域活動支援事業の目的と合致しているか」を確認するもの

です。また、共通審査基準は次の審査項目と視点により審査を行うものです。      

≪共通審査基準の項目と視点≫ 

 

審査項目 審  査  の  視  点 

①公益性 ・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか。 

・補助金を充てて購入した物品や修繕した施設等が、長く地域で活用される見込みが

あるか。 

・全市的な方向性と合致しているか。 

・提案者以外の市民や団体等に不利益を与えるものではないか。 

②必要性 ・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であるか。 

・地域の実情や住民要望に対応したものか。 

・緊急性の高い提案事業であるか。 

・ほかの方法で代替できないものであるか。 

・補助金を充てる経費が、提案事業を実施する上で不可欠なものであり、その規模も

必要な限度となっているか。 

③実現性 ・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 

・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整っているか。 

・資金調達の規模や時期に無理はないか。 

④参加性 ・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等の参加が期待できるものか。 

⑤発展性 ・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか。 

・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか。 

・提案団体に、信頼性や将来性はあるか。 
 

■提案事業の審査と決定 
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≪≪ポポイインントト！！≫≫  

・地域協議会の審査では、「基本審査」、「地域自治区の採択方針」及び「共通審査」
のそれぞれの結果を踏まえ、総合的に判断が行われます。三和区の審査に当たって
の基本的な考え方は、三和区総合事務所にご確認ください。 

 

■事業の紹介・公表 
 

・提案事業や採択事業は、市民の皆さんにその内容を広くお知らせするため、報道機関

に情報提供を行うほか、市のホームページなどで紹介します。 

・また、実施した事業について、事例集の作成や、成果発表会での公表を予定していま

すので、応募される場合は、あらかじめご了承ください。 
 
 

■フロー図（事業実施の流れ） 
 

【スケジュールの目安】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

※この要項は、令和３年度の予算の成立を前提としたものであり、
今後、変更する場合がありますので、あらかじめご了承くださ
い。 

 
上越市 三和区総合事務所 総務・地域振興グループ 

 
電話 ０２５-５３２-２３２３ 内線２１５ 

 
〒９４３－０３１６ 上越市三和区井ノ口４４４番地  

【提出書類】 

 ・事業提案書  

 ・その他必要書類 

※変更があった場合 
【提出書類】 
 ・変更承認申請書  
 ・その他必要書類 

【提出書類】 

 ・補助事業実績報告書  

 ・その他必要書類 

【4/1～4/23 日】 

【6/上旬～】 

【6/中旬～】 
【6/下旬

～】 

※次の事業につきましては、三和区地域活動支援事業の補助対象外とします。 

「防犯灯・外灯等のＬＥＤ化事業」 

※プレゼンテーショ

ン及びヒアリング

の実施 

①
三
和
区
の
採
択
方
針
を
決
定 

②
事
業
の
募
集 

（ 

市
広
報
・Ｈ
Ｐ
・た
よ
り
等
） 

③
事
業
提
案
書
の
受
付 

④
地
域
協
議
会
で
の
審
査 

⑤
採
択
事
業
の
決
定
・公
表 

⑥
補
助
金
の
交
付
決
定
・事
業
の
実
施 

⑦
実
績
報
告 

⑧
実
施
結
果
の
公
表 

 
 

成
果
報
告
会
の
開
催 

【提出書類】 

 ・補助金交付申請書  

 ・その他必要書類 

 



地域活動支援事業活動報告会の開催について 

 

１ 開催日時  令和 3年 3月 18 日（木） 18：00～20：00 

 

２ 開催場所  三和コミュニティプラザ ３階 多目的ホール 

 

３ 開催内容 

 

次   第 役  割 時間配分 

①開会 （進行）栗本次長  

②地域協議会長挨拶 髙橋会長 5 分 

③令和 2 年度三和区地域活動支援事業の実施

概要について 
栗本次長 4 分 

④令和 2年度地域活動支援事業の活動報告 

（発表 5分、質疑 3分）×12 事業 11 団体 
（進行）髙橋会長 96 分 

⑤令和 3 年度地域活動支援事業の採択方針

等について（説明） 
栗本次長 10 分 

⑥閉会の挨拶 小林副会長 5 分 

⑦閉会 栗本次長  

 

４ 対 象 者  三和区在住の市民 

        三和区内の各種団体（地域活動支援事業実施団体含む） 

 

５ 周知方法  ・チラシ班回覧 2 月 25 日 町内会長便 

        ・各種団体代表者に案内の送付 

        ・無線放送 

 

６ そ の 他  ・新型コロナウイルス感染状況により、中止とする場合もある。 

・2月上旬各団体へ実施状況、成果、今後の見通し、活動写真など依頼 

 

 

資料№3 



（案） 

令和 2年度 地域活動支援事業活動報告会 

次  第 

 

【主催】三和区地域協議会 

                                                 日時：令和 3年 3月 18 日（木） 

午後 6時 00 分から 

場所：三和コミュニティプラザ 

３階 多目的ホール 

 

１ 開  会 

 

２ 地域協議会長挨拶 

 

３ 内  容 

 

（１）令和 2年度三和区地域活動支援事業の実施概要について・・・資料№1 

 

 

 （２）実施団体の発表（取組状況、成果、課題等）     ・・・資料№2 

 

 

 （３）令和 3年度三和区地域活動支援事業について     ・・・資料№3 

 

 

（４）その他 

  ・地域活動支援事業に対する要望等について 

 

 

４ 閉  会 

 



令和２年度　三和区地域活動支援事業実施概要

令和3年2月19日現在

事業費
補助金交
付決定額

事業費
補助金
確定額

調査日時 総合評価

1
三和の子どもたちの健
やかな成長を支援する
事業

NPO法人　さんわス
ポーツクラブ

1,237 977
講習会の開催や部活動へ指導者を派遣することにより、三和
の子どもたちを地域の各世代の方々で育てていくという機運を
高め、併せて教職員の負担軽減を図る。

髙橋会長 池田委員

2 古を学ぶ事業 三和まなびの会 66 65
地域の文化財等について講師を招いて現地研修やセミナーを
開催し、学びを深めて郷土愛をはぐくみ住民へ伝えていく。

66 65 飯田委員 小山田委員
令和2年11月14日

15:00～15:30

・事業活動の継続は交付金有りきではなく、地域に埋没していく歴史的財産や活動を通じたネット
ワークをいかに継承していくかが根幹と成している。
・資機材の充足なし。

3
新地域内交通「みんな
の足」周知事業

NPO法人三和区振興
会

178 177
新たな地域内交通「みんなの足」の小冊子を作成、配布し、適
切に説明を行うことで、スムーズに新体制に移行する。併せて
利用者の不安の解消を図る。

178 177 小林副会長 冨村委員
令和2年12月16日

18:00～18:20

・公共交通空白地有償運送「みんなの足」への変更にあたり、変更内容を住民に周知するため全戸
配布されたが目を通していないことが発覚した報告を聞き、今後も一件一件丁寧な説明をお願いし
た。

4
さんわ桜の陣2021周知
事業

さんわ桜の陣実行委
員会

111 110
地域の認知度も高まってきた「さんわ桜の陣」のポスター、チラ
シを作成・配布し、周知を十分に行い開催することで、地域の
活性化に寄与する。

江口委員 松栄委員

5
歴史的資産の保全・保
存事業

井ノ口自治会 595 595
概説の石碑周辺の環境整備を行い、農業に関わる先達を学ぶ
ことで、町内組織維持の醸成を図る一助とする。 金井委員 宮沢委員

6
里公小学校創立110周
年記念プロの音楽に触
れよう事業

里公小学校後援会 300 300

創立100周年を記念する事業としてプロの音楽家による演奏会
を開催し、子どもたちの感性を刺激することで、心豊かな成長
につなげる。また、保護者や地域の方も参加することで、地域
の精神的なつながりを強くする。

300 300 田辺委員 池田委員
令和2年11月14日

15:00～15:30

・「音楽が心に響く」これを実体験として子どもたちが得られたことは、子どもたちの感想文に表れて
いる。
・予算面でも他地区との連携行動を捉えられた点が良かった。

7
高齢者いきがい支援事
業（ときめき広場）

三和区老人クラブ連
合会

615 615
ニュースポーツであるグラウンド・ゴルフを通じ交流することで、
健康増進や高齢者の生きがいづくり、絆づくりに寄与する。

660 615 星野委員 江口委員
令和3年2月15日

9:00～9:45

・クラブ会員が減少傾向にある中において、活動への積極的参加を目指すためグラウンド・ゴルフを
取り入れ会員加入促進と交流拡大に努めていた。
・今後の方向性としてグラウンド・ゴルフの継続的な活動の取組と町内会等への用具の貸出しを通
じて地域の活性化を図ることを期待する。

8
小・中学生が「三和を愛
する心を育む」ための
事業

三和の子どもを「共
に」育てる会

460 460
安全マップの作成や講演会を開催することで、さんわの良さを
実感し、より広い目線で地域を見つめ直すことで、郷土や人を
愛し、大切にする豊かな心を育む。

松井委員 小山田委員

9
神明町AED導入・安全・
安心サポート事業

神明町町内会 308 300
住民の安心安全を確保するために、町内会館にAEDを設置
し、訓練や講習会を開催する。

308 300 森委員 金井委員
令和3年2月3日
14:00～15:30

・画期的な事業である。
・同様の事業に取組みたいと思う町内会はたくさんあると思うが、リーダーの気概と知恵がないと実
施できないため他の町内会の見本となってほしい。
・この地区では、更に近隣どうしの関りなども考えているようであった。

10
スポーツが大好きな子
を育てる事業

NPO法人　さんわス
ポーツクラブ

936 935
クラブの15周年記念事業として、「遊びからスポーツへの変化」
を目指した講演会を開催し、スポーツをする子の増加や地域の
活性化を図る。

髙橋会長 田辺委員

11 谷内池周辺環境整備事
業

谷内池の松をいつま
でも守る会

1,045 1,044
中学生が雑木林となっていた学校敷地内にある松林を元の状
況に整備したが、松自体の樹勢が衰えているため、樹勢診断
及び改善、併せて谷内池護岸の環境美化に取り組む。

小林副会長 星野委員

12
大間城文化財史跡保存
事業

北代自治会 352 352

大間城跡を散策するうえで、休憩処や避難場所として利用され
ている東屋が老朽化し危険度が高いため修繕を行い、安全に
関係行事を開催することで、大間城跡を広くPRし地域の活性
化を図る。

352 352 飯田委員 松井委員
令和2年11月27日

10:00～11:00

・東屋の修復は見積もりの段階で十分な検討が行われ、基礎工事からの根本的修繕となっており、
地域活動支援事業交付金の恒久的な使途目的の有効性を確認した。
・大間城（狼煙上げ）関連で、地元町内会が環境整備に尽力されている姿を拝見し上越市内外の歴
史マニアが訪れる名勝として、東屋の有効活用が期待できる。

配分額
（単位：
千円）

600 差引 6,203 5,930 1,864 1,809

実績額（単位:千円） 三和区地域協議会委員による「アフターフォロー」結果

アフターフォロー担当者
事業実施結果
または成果

○ ○ ○

事業終了後に
おける事業継
続性、自立性
及び発展性

備品購入

○ ○ ○

○

Ｎｏ 事業の名称 団体等の名称

採択額（単位:千円）

事業内容の概要

○ ○

○ ○ －

○ ○ ○

　　◎令和２年度三和区配分額：６，０００千円　　採択額：１２事業　５，９３０千円　　配分残額：７０千円

　 　　○当初募集　提案：１２事業　　採択：１２事業　　採択額：５，９３０千円
　 　　○追加募集　 提案：　０事業

○ ○ ○

事業完了予定が3月のため未実施

事業完了予定が3月のため未実施

事業完了予定が2月のため未実施

事業完了予定が2月のため未実施

事業完了予定が3月のため未実施

事業完了予定が2月のため未実施



別　紙

※発表の順番は提案書の受付順を基本としています。

順番 事　業　名 提案者
(団体)名
時　　　間
（おおむね）

備　考

1
三和の子どもたちの健やかな成
長を支援するための事業

18時10分～18時18分

2
スポーツが大好きな子を育てる事
業

18時18分～18時26分

3 古を学ぶ事業 三和まなびの会 18時26分～18時34分

4
新地域内交通「みんなの足」周知
事業

NPO法人三和区振興
会

18時34分～18時42分

5 さんわ桜の陣2021周知事業
さんわ桜の陣実行委
員会

18時42分～18時50分

6 歴史的資産の保全・保存事業 井ノ口自治会 18時50分～18時58分

7
里公小学校創立110周年記念プ
ロの音楽に触れよう事業

里公小学校後援会 18時58分～19時06分

8
高齢者いきがい支援事業（ときめ
き広場）

三和区老人クラブ連合
会

19時06分～19時14分

9
小・中学生が「三和を愛する心を
育む」ための事業

三和の子どもを「共に」
育てる会

19時14分～19時22分

10
神明町AED導入・安全・安心サ
ポート事業

神明町町内会 19時22分～19時30分

11 谷内池周辺環境整備事業
谷内池の松をいつま
でも守る会

19時30分～19時38分

12 大間城文化財史跡保存事業 北代自治会 19時38分～19時46分

合計 12事業 11団体

令和2年度　三和区地域活動支援事業活動報告会　発表プログラム

令和3年3月18日（木）

○提案数　12事業　11団体

NPO法人さんわスポー
ツクラブ



 

令和３年度地域活動支援事業三和区採択方針等 

項 目 令和３年度 

募集期間 ４月１日（木）から４月２３日（金） ※土、日曜を除く 

補助率 

限度額 

補助率 

・１０/１０以内 

※事業内容、審査の結果により補助金額の減額・調整を

行う場合がある。 

・同一団体の同一事業については、採択３回目から８/１

０ 

 以内 

 ※令和元年度（平成３１年度）事業からカウントする。 

上 限 １５０万円 

下 限   １万円 

優先採択方針 ６項目（裏面参照） 

提案件数の制限 制限しない 

プレゼンテーションと 

ヒアリング 

プレゼンテーションを主体としたヒアリングを実施す

る。必要に応じて現地確認を行うことができる。 

審査方法 

説明 
ヒアリング時に提案者が説明 

必要に応じて事務局が補足する場合がある。 

協議 委員全員による協議とする。 

採点 採点票により委員個々に採点する。 

利 害 

関係者 

提案団体の代表者が委員の場合、審査から除外する。 

提案事業に関わっている場合は委員の自主判断とする。 

審査項目 基本審査、三和区の採択方針、共通審査基準 

傾斜配分 なし 

採択ライン 

(下限点数)の設定 
１３点（２５点満点） 

補助対象外 防犯灯等の LED 化 

採択事業の決定 

ボーダーライン上の事業及びその下位の順位で採択ラ

インに達している事業について、事業内容等を勘案し全体

協議を経て、補助金額等を調整し採択することができる。 

追加募集 
残額が配分額の５％を目安とし追加募集を行う。ただ

し、追加募集は、１回とする。 

 そ の 他 ５万円以上の経費は２者以上の見積書を添付する。 

※ この内容については、令和３年度の予算の成立を前提としたものです。 

また、今後変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 



 

三和区の住民が自主的、主体的に取り組む事業のうち、優先的に採択する事業 

 

①「地域活性化事業」 地域団体と住民が協働し、または住民が主体となって取り組む地域づ

くり事業（例 祭り、講演会、フォーラムの開催など） 

②「安全・安心サポート事業」 子どもから高齢者が、安全・安心で快適な暮らしをしてもら

う事業。例 防犯・防災対策、子ども高齢者見守りなど） 

③「地域農業振興事業」 農業の担い手育成や、農業資源を活用し新たな価値を創出する事業。

（例 農作業体験、担い手研修など） 

④「歴史的資産の保全・保存事業」 後世に残すべき自然・環境・文化財などを保存する事業

（例 環境保全のための植林、文化財の整備など） 

⑤「健全育成または健康推進事業」 子どもから高齢者まで広範囲にわたり健康を推進する事

業や人材の育成事業（例 スポーツ体験・交流イベント、高齢者介護ボランティア体験など） 

⑥「人材養成・確保事業」 地域自治を担う人材を養成・確保する事業（例 観光ボランティ

アの育成など） 


